
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

   不知火っ子だより 第 18号  
平成 30年 2月 14日 文責  校長 吉永博美 

※子どもたちの学校生活の様子は、本校ホームページにも詳しく掲載しています。どうぞご覧ください。 

前号でも県学力調査については触れましたが、今回は児童の学習意欲等の実態についてのアンケート調査

からみえる本校の課題についてお知らせします。下表は今年度のアンケート調査結果の一部です。学年共通し

て、学習時間が、県平均と比較して少ないということが分かります。また、自分で計画を立てて学習をすることに

ついて課題があるようです。昨年度も同傾向がみられましたが、なかなか学校として改善できなかったことを反省

し、大きな課題と捉えているところです。概ね家庭での学習時間は、学年×１０+１０分は最低でも家庭で

の学習時間として確保できるようにしたいと考えています。そのために学校では、質と量を考えた家庭学習の課

題の与え方や内容を工夫したいと思います。また、家庭には、家庭学習が習慣化するよう、見届けまで行うこと

の大切さをご理解いただき、家庭学習が充実するようご協力をお願いします。本調査の結果等をもとに、今年

度の残りの期間しっかりとその学年の力をつけるよう努めたいと思います。 

←月に 5 冊以上本を読む児童は、全体的に

県平均並みであることが分かります。（３・４・

６年は若干下回り、5 年は若干上回る）朝

読書や読み聞かせなど、学校では積極的に読

書の機会を設定し、自然に読書習慣を身につ

けさせていきたいと考えています。  

 ご家庭でも、お子さんの読書習慣を見直して

いただき、テレビやゲームから離れて、親子で一

緒に読書を楽しむなど、読書の日常化が図れ

るようなかかわりを工夫していただくことも大事な

ことだと思います。 
 

「部活動の社会体育移行に係る第４回校内委員会」 
会を重ねて４回目となった本委員会を２月８日に開催しました。今回は、来年度で部活動が終了した後、

保護者が主体となり運営する「学童スポーツクラブ」に、平成 31年度から移行するかどうかについて、各部で協議

されたことを報告していただきました。報告によるとサッカー部以外は、学童スポーツクラブに移行するのは難しいとい

う結論が出たようです。サッカー部については、指導者が見つかれば移行したいということです。現在、指導者を探

しておられる状況です。このような状況をふまえ、部活動最後の年となります、来年度の部活動計画を立てたいと

思います。ご理解のうえご協力をお願いします。来年度の部活動内容については決定次第お知らせいたします。 


